
 サル被害を軽減するため、11の自治会、猟友会、 

ＪＡ、消防団等で構成する広域的な協議会を設立。当

初は行政依存だったが、約１年かけて地域の合意形成

を図り、協力体制を整備。 

 「獣害対策５ヶ条」を策定して住民に対策を周知す

るとともに、各戸に追い払い記録簿やパチンコを備え

るなど、全員が獣害対策の主役となって情報提供や追

い払い等を実施。 

 また、捕獲したサルに発信器を付けて群れの動きを

監視し、地区に侵入しようとする群れに対する追い払

いや、サルの寝場所の攻撃（夜間の追い払い）を実施。

その結果、サルの群れが同地区を避けるようになり被

害が大幅に減少。 

 イノシシ等に対しても、地域ぐるみで電気柵の設置、

捕獲活動、緩衝帯の整備等を実施し、被害を軽減。 

地域住民全員が主役となって被害防止活動を実施 
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